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・沖縄県内では、2019年11月から開始された八重山MaaS以降、7つのMaaS事業が実施。
・沖縄県内でこれまで展開されたMaaSのすべてが観光型MaaS（募集型企画旅行を含む）であ
り、来訪者をターゲットとしたMaaS機能の拡充が各地域で行われている状況にある。

1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.1 沖縄県内で展開されたMaaSの一覧】

2019年 2020年 2021年 2022年

①八重山MaaS
11月 2月

②沖縄CLIPトリップ

2月

③南城市観光MaaS
④南城市および

うるま市観光MaaS
3月

3月（予定）
⑤沖縄MaaS

12月

⑥沖縄スマートシフト
プロジェクト 12月

１月 3月

サービ
ス名

①八重山MaaS
②沖縄CLIPトリッ

プ
③南城市観光

MaaS
④南城市およびう
るま市観光MaaS

⑤沖縄MaaS
⑥沖縄スマート

シフトプロジェクト
⑦宮古島市MaaS

実施主
体

JTB沖縄、TIS等
KDDI、沖縄セルラー
電話等

NECソリューションイノベータ等
沖縄都市モノレール、
TIS等

第一交通産業等 ジョルダン等

期間
2019年11月～
2020年2月

2020年2月～
2020年3月

2020年2月～
2020年3月

2021年2月～
2021年3月

2020年12月～
2022年3月（予定）

2022年1月～
2022年12月

2021年1月～2021年
3月、2021年12月～
2022年2月

概要
離島船舶・バス・
タクシーなど11の

交通事業者を利用
できる電子チケッ
トを発行

MaaSの基本的な

機能に加え、沖縄
観光記事から、そ
の内容に合わせた
ルート検索や予約/

決済が可能

出発地（都内）か
ら南城市までのす
べての交通機関の
乗車券トと観光施
設のチケットが一
体となった募集型
企画旅行

南城市観光MaaS

に加え、うるま市
に車中泊施設を用
意し、キャンピン
グカーを新たにメ
ニューを加えた募
集型企画旅行

沖縄全域のモノ
レール、バス、船
舶等の乗車券や観
光/商業施設、そ

の他サービスとの
連携チケットを発
行

「My route(マイルー
ト)」を活用し、陸

上交通の連携の他、
那覇－本部間の高速
船との連携等も実施
し、効率的な移動を
実現するサービスを
提供

あいのりタクシー
の本格運用に向け
ての接続可能性を
高める取組として、
事前集客割引、事
後集客、ダイナ
ミック時刻表等の
ダイナミックプラ
イシングを実施

⑦宮古島市MaaS
12月 2月

2月 3月

2月 3月

1月
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サービス
名

①八重山MaaS
②沖縄CLIPト

リップ

④南城市およびうるま市観光
MaaS

（③南城市観光MaaSも踏ま
え）

⑤沖縄MaaS
⑥沖縄スマー
トシフトプロ
ジェクト

⑦宮古島市
MaaS

主な効果

・訪問先の増加
等、地域の観光
振興に寄与する
可能性を示す利
用傾向となって
いる

・観光利用に一
定の継続的な
ニーズがあり、
継続を望む声も
SNS等で発信さ
れた

・新たな旅の観光スタイルとして一定
の利用者が確認された

・地域内消費行動を約1割増加させる
ことができた

・一定数の利用
者が確保できた

・地域の組織や
企業と協調して
取り組みを進め
ている

―

（事業開始直後
のため）

―

（令和3年度
未実施）

主な課題

・チケットやQR

コードなどが使
用しにくい

・事業者との連
携が不十分

・利用数が想定
より少なく、地
域の交通に大き
な影響を及ぼす
程の効果はな
かった

・バス事業者の
参加の同意が得
られなかったこ
ともあり、地域
の交通に影響を
及ぼすまでには
いたらなかった

・プロモーションが課題

・通常と異なる仕組みだったため、不
安感を感じるユーザがいた

・参加する団体、企業に対して、ビジ
ネスのモデルを理解してもらい、関係
性を構築していくことが課題

・プロモーショ
ン不足が課題

・利用者数の確
保が不十分

・交通事業者や
自治体との連携
が十分に図れて
ていない

―

（事業開始直後
のため）

―

（令和3年度
未実施）

・各MaaSともに一定の利用者数が確認されており、観光の際のツールの1つとして一定の効
果があったものと考えられるが、地域交通の需要に対する大きな影響等は見られていない。
・課題としては取り組み自体が新しいものとなるため、利用者の視点では利用のしやすさが、
提供側の視点では参加事業者等との調整に課題が生じている傾向にある。

・各MaaS共にプロモーションを課題と感じている傾向があり、出発地での十分な広報等がよ
り 利用者を増やすために必要と考えられる。

1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.1 沖縄県内で展開されたMaaSの一覧】
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【概要】
期間：2019年11月～2020年2月
対象地域：石垣市、竹富町

主な取り組み内容
➢離島船舶、バス、タクシーの乗車券を電子チケット化
➢交通機関の定額制チケットを提供
➢複数交通事業者の情報等を連携

・2019年11月、沖縄県内で初めて導入された八重山MaaSは、主に観光客を対象としてサービ

スの提供を行い、当時は紙・現金でのやりとりが当たり前だった乗車券を、電子チケットで
利用可能とし、各交通手段をスマホにより使いやすくするべく実証実験が行われた。
・各交通手段と観光施設が一体となった電子チケットを導入し、連続的な観光の実現を目指し
た。

構成員
(団体名)

事業における役割

株式会社JTB沖縄 交通・商業連携の旅行商品企画立案・提
供、加盟事業者(加盟店)獲得

TIS株式会社 MaaS基盤構築、実証全体とりまとめ

株式会社琉球銀
行

キャッシュレス決済対応、加盟事業者(加
盟店)獲得

沖縄セルラーア
グリ&マルシェ株
式会社

MaaS基盤(加盟店利用環境)構築、ユー
ザーアプリ(沖縄CLIP)提供、パスチケット
提供

一般社団法人八

重山ビジターズ
ビューロー

八重山地域の観光施策、観光施設との連
携強化のための助言

石垣市 石垣市の交通施策、観光施策との連携強
化のための助言

竹富町 竹富町の交通施策、観光施策との連携強
化のための助言

アプリの利用イメージ

1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.2 八重山MaaS ①MaaSの概要】
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対象地域の課題 事業を進める上での設定、
留意事項等

観光客増加による混雑の深刻化

➢ 平成25年に新石垣空港が開港した影響等もあり、観光客
が開港前（平成24年時点）と比較し約2倍（令和元年時
点・約147万人）に増加。

➢ 石垣島～離島航路～他島は一体の関係があるので、他島
に行くための、船舶ターミナル駐車場の混雑が深刻化。

・新石垣空港の開港による観光客の急増や、離島間を繋ぐ船舶ターミナルの駐車場での混雑等
が観光客の移動に関する課題となっている。
・石垣市の公共交通空白地域拡大等の課題があり、本事業はこれらの解消を目的として実施。

公共交通利用の少なさ

➢ レンタカー利用割合が50%を超える突出した数値となっ
ており、交通手段における公共交通手段の割合である公
共交通分担率が低い。

➢ チケット購入のキャッシュレス対応が十分ではない。

1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.2 八重山MaaS ②事業実施の背景】

5

➢ 八重山地区をターゲット
に定めた理由は、当該地
区が離島であり、ある程
度限定された地域でのマ
ルチモーダル昨日の展開
ができるから。

➢ 令和元年度日本版MaaS推
進・支援事業に採択され
ており、企業等からの協
力が得られやすい環境。



1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.2 八重山MaaS ③ターゲット・機能的な特徴等】

・八重山MaaSの主なターゲットは、多人数のパックツアー等の需要があまり見込まれないた
め、少人数の20代、30代の旅行者としていた。

・当時は国内でモデルとなるようなMaaSが普及していなかったため、交通事業者等からの意
見を踏まえてMaaS機能を実装。

ターゲットの設定 機能的な特徴等

設定の考え方

➢ 手段だけでなく目的として使用してほし
い。

➢ 多人数のパックツアーは需要があまりな
いと予想している。

主なターゲット

➢ 少人数の20代、30代の旅行者。
➢ 特に女性をメインターゲットとした。

➢ 当時の国内におけるMaaSの普及状況等から
見本となるモデルがない中で1からの構築。

➢ 交通事業者や沖縄総合事務局と意見交換をし
ながら、機能の設定を行った。

➢ 観光地の写真から目的を選択できる等の機能
を実装。
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.2 八重山MaaS ④事業の効果や課題】

【検証項目、目標値の達成状況】

検証項目 目標値 結果

実証期間中のサービス購入・利用者数 5,000人 645

増客効果（当該サービスにより移動
サービスを利用した者の割合）

10% 23%

利用サービス増加効果（当該サービス
により訪問先を増加した者の割合）

10% 47%

利用者リピート希望率（次回訪問時も

当該サービスを利用したい者の割合）

50% 71%

・公共交通の増客や観光地等の訪問先を増やした人については、当初の目標を大幅に上回る結
果となっており、地域の観光振興に寄与する可能性を示す結果となった。

・利用者数の確保、システムの利用しやすさについては一定の課題を残す結果となった。

課題や今後の方向性

MaaS事業本体
➢ 事業者との調整が不十分であった。
➢ （直接的なMaaS事業としての繋がり

はないが、MaaS事業者としてのノウ
ハウは沖縄MaaSに継承されている）

地域
➢ 地域の影響に大きな影響を与えるまで

の効果はなかったと考えている。
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.3 沖縄CLIPトリップ ①MaaSの概要】

【概要】
期間：2020年2月～3月
対象地域：沖縄県那覇市及び周辺地域

主な取組内容
➢マルチモーダル (複数交通手段) ルート検索機能
➢現地ライターによる沖縄観光記事の内容に合わせたルー
ト検索・アクティビティの予約・決済
➢食べログと連携した飲食店の情報検索・予約・ルート確
認
➢au損保と連携した国内旅行保険の契約
➢ResorTech Okinawa おきなわ国際IT見本市と連携機能

・現地ライターによる沖縄観光記事や交通機関、観光施設、飲食店などの情報の閲覧が可能と
なっており、直感的に目的地の選択や移動ルートの検索が可能。

構成員
(団体名)

事業における役割

KDDI株式会社 全体統括、アプリの開発

沖縄セルラー電話株式会
社

全体統括、アプリの開発、観光記事情報の連携

沖縄セルラーアグリ&マ
ルシェ株式会社

全体統括、アプリの開発、観光記事情報の連携

日本トランスオーシャン
航空株式会社

観光アクティビティ購入機能の提供、プロモーション

沖縄都市モノレール株式
会社

ゆいレール1日乗車券の提供、オペレーション協力、
プロモーション

沖東交通事業協同組合 タクシー運行の提供

一般財団法人沖縄ITイノ
ベーション戦略センター

イベント連携 (ResorTech Okinawa おきなわ国際IT見
本市)

JapanTaxi株式会社 タクシー配車機能の連携

株式会社ナビタイムジャ
パン

マルチモーダルルート検索機能の提供

那覇市 観光アクティビティ連携

株式会社カカクコム
レストラン検索・予約サイト「食べログ」の飲食店情
報の提供

au損害保険株式会社 国内旅行保険商品の提供

一般財団法人沖縄観光コ
ンベンショビューロー

本実証実験の運用に関する助言

内閣府沖縄総合事務局 本実証実験の運用に関する助言

アプリの利用イメージ
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・増加し続けている（当時）沖縄への観光客の影響等による、那覇空港及び周辺道路の混雑
や、県内での低い公共交通分担率の解消を目的として、事業を実施。

対象地域の課題 事業を進める上での設定、
留意事項等

観光客増加による混雑の深刻化

➢ 沖縄県内への観光客は年々増加しており（当時）、観光
客の増加等による、那覇空港及び空港周辺は混雑してい
る。

➢ 空港から観光地までの道路渋滞や、観光地周辺の混雑な
ども発生。

公共交通利用の少なさ

➢ レンタカー利用割合が50%を超える突出した数値となっ
ており、交通手段における公共交通手段の割合である公
共交通分担率が低い。

➢ 上記の問題は経済的にも影響を及ぼしていると考えてい
る。

1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.3 沖縄CLIPトリップ ②事業実施の背景】

9

交通、観光事業各社間の関係
性への配慮が必要。

（※バス事業者へ参加を
要請したが断られている）



・沖縄CLIPの主なターゲットは、20代～30代で、特に女性を意識してUIを設計。
・通常のMaaS機能の実装に加え、アプリを直感的に利用できるよう、観光記事を記載して
おり、その記事から移動手段や目的地での行動の予約が可能となっている。

ターゲットの設定 機能的な特徴等

主なターゲット

➢ 20代～30代全体
➢ 20代～30代女性の想定でUIを設計

➢ マルチモーダルルートの実装
➢ 目的となる施設や食事の写真から、直感的に

経路検索までの誘導が可能となるUI

➢ 食べログとの連携による飲食店予約や旅行中
のケガ等を保障する保険商品の納入等、旅行
時に必要なメニューを実装

利用イメージにも女性の写真を採用

1. 沖縄地域におけるMaaS 関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.3 沖縄CLIPトリップ ③ターゲット・機能的な特徴等】

10



【利用者の声等】

➢ 当時の他地域MaaSと比べるとTOPクラスのアプリ
DL数だった。

➢ タクシー配車機能（割引）は多くの好評の声をい
ただいた。

➢ サービス提供終了後も、SNSなどで継続の声を多
くいただいた。

【検証項目、目標値の達成状況】

※対外非公表

・バス事業者との連携が出来ていなかったこと等から、利用可能な交通手段が限定的であった
ため、地域の交通等への大きな影響を及ぼすまでには至らなった。

・SNSなどで継続の声が多くあり、観光利用に一定の継続的なニーズがあったと考えられる。

課題や今後の方向性

MaaS事業本体

➢ 利用可能な交通機関が限定的であった
事もあり、交通渋滞の解消、オーバーツ
ーリズムの軽減という部分へ影響を及ぼ
すには至らなかった。

➢ 上記のため目的地移動までのワンストッ
プでの提供が出来なかった。

➢ ゆいレールのQRコードでの改札通過が
実装できなかった。

➢ 県民利用に寄った機能の提供の話も出て
いたが実現には至らなかった。

事業者との関係性

➢ バス事業者の参加の同意が得られなかっ
た。

1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.3 沖縄CLIPトリップ ④事業の効果や課題】
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.4 南城市およびうるま市の観光振興に向けた観光型MaaS ①MaaSの概要】

【概要】
期間：2021年2月～3月
対象地域：南城市・うるま市

主な取り組み内容
➢観光案内情報や、タビナカで利用する各種提供サービスの情報を集
約した観光補助アプリを提供。
➢ゲーミング性を持ったテーマ観光を楽しむことができる観光補助機
能。
➢新たな移動手段・宿泊体験としてキャンピングカーを活用。
➢現地サービス利用の顔認証・電子チケット化。

・2021年2月に小型モビリティやキャンプカー等を活用し、南城市およびうるま市の周遊観
光を推進するために、両市を対象に実証実験が行われた。

・本実証実験は募集型企画旅行として、観光に特化しており、自宅から目的地までの移動と
目的地での観光を1回の予約で実現することをテーマとしている。

パッケージのイメージ

構成員
(団体名)

事業における役割

NECソリューション
イノベータ株式会社

全体統括、スマートフォン向け観光MaaS

アプリ開発

南城市
実証実験場所の提供、関係機関との調整
等

うるま市
実証実験場所の提供、関係機関との調整
等

株式会社NearMe

スマートフォン向け観光MaaSアプリの開
発におけるタクシーの予約機能の提供、
及びアプリの運用管理、ツアー企画及び
販売全般、ツアー用Webサイト制作、移
動サービスの手配

株式会社りゅうにち
ホールディングス

カーシェアシステムの運用・管理、小型
モビリティのレンタル・運用、キャンピ
ングカーのレンタル・運用

沖東交通事業協同組合
那覇空港-南城市間のタクシーの手配・運
行

株式会社ギフティ
募集型企画旅行に含まれる各移動手段の
乗車チケット・施設入場券の電子化、電
子スタンプによる情報管理
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.4 南城市およびうるま市の観光振興に向けた観光型MaaS ②事業実施の背景】

対象地域の課題 事業を進める上での設定、
留意事項等

通過型観光の解消と周遊観光の促進

➢ 両市ともに、琉球開闢（かいびゃく）の聖地を背景に持つ沖
縄独自の自然、文化遺産が数多くの残る地域だが、点在
している観光施設を繋ぐ交通手段が無い。

➢ 空港から観光地までの道路渋滞や、観光地周辺の混雑な
ども発生しており、中南部では通過型観光が課題となっ
ている。

公共交通利用の少なさ

➢ レンタカー利用割合が50%を超える突出した数値となっ
ており、交通手段における公共交通分担率が低い。

・本事業の対象となった南城市およびうるま市では、通過型観光、公共交通利用の少なさが課
題となっているため、地域の周遊観光を促すことを目的とした。

・幅広いMaaSとしての機能の拡充ではなく、テーマにあった利用者がより便利に使えるかを
重視してサービスの設計を行った。
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➢ MaaSとして横（交通利便
性）の拡張よりも、縦（
利用者の体験価値の多様
化）の拡張を目標として
設定。

➢ 令和元年度日本版MaaS推
進・支援事業に採択され
ており、企業等からの協
力が得られやすい環境。



1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.4 南城市およびうるま市の観光振興に向けた観光型MaaS ③ターゲット・機能的な特徴等】

・本事業は募集型企画旅行として、特定の観光目的に比較的絞った形で実証実験を実施。
・自宅（東京都23区の場合）から目的地までのすべての移動や宿泊等を旅行パッケージとして
提供。

ターゲットの設定 機能的な特徴等

設定の考え方

➢ 着地型の商品提供として、県民の新たな
体験等にも寄与。

主なターゲット

➢ 沖縄の歴史、自然などに関心の高い観光
客を中心。

➢ 2種類の募集型企画旅行を提供。
① 自宅（東京23区の場合のみ）から南城市の

観光施設を繋ぐパッケージ（宿泊：ユイン
チホテル南城）

② 自宅（東京23区の場合のみ）から南城市の
市内観光の後（宿泊：ユインチホテル南城
）、キャンピングカーを利用し、うるま市
を観光するパッケージ（宿泊：アンサ沖縄
リゾート）
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.4 南城市およびうるま市の観光振興に向けた観光型MaaS ④事業の効果や課題】

【利用者の声等】
➢ 基本的にポジティブな反応だったが、通常と異な

るフローは利用開始まで若干の不安感を感じる意
見があった。

➢ キャンピングカーシェア・ホテルサービス連携に
おける運用実現性は、運用設計通り達成したが、
キャンピングカーの無人シェアリング運用につい
ては、操作複雑性から友人対応が必要となり、一
部未達成であった。

【検証項目、目標値の達成状況】

検証項目 目標値 結果

実証観光交通サービス利用感（利用の
しやすさ、快適性）

高評価
70%

80%

観光周遊におけるキャンピングカー利
用感（利用のしやすさ、快適性）

高評価
70%

82%

地域内消費行動の促進効果（地域連携
事業への送客効果、消費金額）

50,887
（※）

55,580

・当初の目標値を概ね達成できており、満足度の評価だけでなく、地域内消費行動が約1割増
加する等、消費行動を促す結果となった。

・プロモーションや参加団体との相互促進や関係性構築等が課題となった。

課題や今後の方向性

地域
➢ 参加する各団体・企業等がWinWinにな

るモデル構築が重要であり、戦略的成
長シナリオのデザインと相互の理解促
進の関係性構築が課題。

自治体等
➢ 地域を展開する意向がある。
➢ サービスの提供エリアは、広域でエリ

ア間で分断されないことが利用者の利
便性を高めると考えらえるため、他自
治体への延長等も考えていく必要があ
ると思っている。

MaaS事業本体
➢ 実証においてプロモーションに苦戦。

従来型の観光スタイルではない新たな
旅のスタイルの普及という点で、立上
時の認知度をどう上げるかが課題。

※観光庁統計「日本人国内旅行の一回当たり旅行支出」平均50,877円
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.5 沖縄MaaS ①MaaSの概要】

【概要】
期間：2020年12月～2022年3月
対象地域：沖縄全域

主な取り組み内容
➢船舶やモノレール、路線バス、シェアサイクルの複合経路検索機能
の提供
➢モノレールや路線バスのチケットと観光施設のチケットがセットに
なったデジタル企画乗車券の販売
➢商業施設や複合施設のクーポンの配信
➢スマートフォンのモバイルバッテリーのレンタルサービス「充電GO

！」

➢那覇空港から宿泊施設までの手荷物の配送サービスの提供等とのリ
ンク連携

・2020年12月から提供されている「沖縄MaaS」は、新たなMaaSの構築を牽引するモデルプ
ロジェクト38事業（国土交通省。令和2年（2020年）7月）に選ばれており、離島交通を含め

た交通手段と観光・商業等の交通分野以外のサービスを連携させる取り組みとして実施され
ている。

沖縄MaaSのイメージ

構成員
(団体名)

事業における役割

沖縄都市モノレール
株式会社

代表会社として実証全体の取りまとめ

株式会社ゼンリン
MaaSの新サービス検証として移動コード
のサービス提供

TIS株式会社
PAYCIERGEの「MaaSプラットフォームサー
ビス」を活用したMaaS基盤構築と本事業
の企画立案

株式会社琉球銀行
キャッシュレス決済の実現、MaaS加盟事
業者開拓

自治体
（石垣市、浦添市、宮古島市、今帰仁村、
伊江村、座間味村、竹富町が自治体とし
て参画）

各交通事業者 MaaSの移動手段として登録

交通事業者以外 チケット（セット含む）の登録
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.5 沖縄MaaS ②事業実施の背景】

対象地域の課題 事業を進める上での設定、
留意事項等

自動車に依存した交通体系

➢ 地域住民の移動の自家用車の割合が高いことだけでなく
、全国と比較しても、観光客の移動手段もレンタカーの
割合が高い。

➢ 空港から観光地までの道路渋滞や、観光地周辺の混雑等
も発生しており、中南部では通過型観光が課題となって
いる。

バス事業の採算性の改善

➢ 現状バスの利用者が少なく、バス網の維持が困難という
課題があり、MaaSの機能を通して、バス前後の移動（
モノレール、シェアサイクル等）の連携により、バスの
利便性を向上させ、収益性を上げる必要がある。

・自家用車への依存、路線バス事業者の採算性（持続性）等が沖縄県における公共交通に関す

る課題となっており、本事業はその改善に向けて、公共交通利便性を向上することが目的の
１つである。
・県全域的なMaaS事業ではあるが、観光型MaaSとして取り組みを進めている状況である。
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➢ 基本的には、観光型MaaS

として地域住民等へ特化
した機能のリリースは現
段階では行わない

➢ 沖縄県内ではキャッシュ
レスの普及率・浸透度が
低く、わかりやすい決済
手段となるように留意が
必要。



1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.5 沖縄MaaS ③ターゲット・機能的な特徴等】

機能的な特徴等

➢ 各施設との幅広い連携による、セット券の販
売。

・ターゲットを、20代・30代の少人数層に設定。
・八重山MaaSで使用したプラットフォームを改良し、セットチケットの販売等、各施設との
連携拡大を図っている。

ターゲットの設定

設定の考え方

➢ 手段だけではなく目的として使用してほ
しい。

➢ パックツアーは需要がない。

主なターゲット

➢ メインのターゲットを旅行者・県外利用
者。

➢ 主に少人数の20代・30代をターゲットに
した。
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.5 沖縄MaaS ④事業の効果や課題】

【利用者の声等】
（カスタマーセンターへの意見）
➢ チケット利用の方法がわかりにくい。
➢ QRコードを使用しないといけないことが不便。

（周囲への影響等）
➢ 周辺環境に大きな行動変容等の影響を及ぼす程に

はいたっていないと考えている。

【検証項目、目標値の達成状況】

・観光客に対して一定の利用が確認された。
・本実証は沖縄全域での実施のため、多くの自治体で成功体験・継続的な課題を共有すること
ができる。今後は相互連携の際に共通認識を持てるのも、本実証の効果である。

・プロモーション不足や自治体との協力が主な課題として考えらえる。

課題や今後の方向性

地域
➢ MaaSの方向性として、地域住民への対応は

十分には出来ていない状況。
➢ 地域型MaaSとなるためには、公共交通空白

地域を埋める新しい交通手段の検討等とあわ
せて考えていく必要がある。

自治体等
➢ まちづくりの一貫として協力してもらうこと

が重要かと思うが、あまり連携が図れていな
い。

➢ 観光振興などを考えていく上では沖縄県と強
調して進めていくことが重要と考えており、
アクションしているがあまり良い反応は得ら
れていない。

MaaS事業本体
➢ プロモーション不足を認識しており、以下に

効率的に実施するかが課題。
➢ 観光事業者・交通事業者に十分に送客ができ

ていない。
➢ 交通事業者との連携がうまくいっていない。

検証項目 目標値 達成状況

ユーザー数 5,000人 達成

チケット購入数 1,000枚/月 未達成

連携乗車券（セット券）販売実績 10%以上 達成
（約20～30%）

※新型コロナウイルス感染症等の影響もありアンケートは未実施
そのためアンケートで取得する項目は把握できていない
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.6 沖縄スマートシフトプロジェクト ①MaaSの概要】

・2022年1月から開始している本事業は、国土交通省の令和3年（2021年）度「日本版MaaS推

進・支援事業」に選ばれており、交通事業モードだけでなく、非交通サービスも繋ぐことを
目的としている。
・県内バス路線の大半を網羅し、タクシーや船舶といった利便性の高い交通モードへの連携が
可能な第一交通産業グループが中核となっているのも特徴である。

【概要】
期間：2022年1月～12月
対象地域：本部町・那覇市・浦添市・豊見城市（順次追加
予定）

主な取り組み内容
➢バスや船舶、観光施設などの既存企画券のデジタルチケット化によ
る非接触手続きと各種サービスを実施
➢モタク（タクシー配車アプリ）連携やサービスの事前予約などワン
アプリによる簡単で便利な移動手段の提供
➢沖縄県内又は那覇市内の1日乗り放題乗車券の提供
（琉球バス、沖縄バス、那覇バス、東洋バス）

➢移動データの利活用による地域でのサービス拡充

サービスのイメージ図

構成員
(団体名)

事業における役割

第一交通産業株式会社
全体調整・発注契約・企画立案
現地事業者との調整
バス・船舶・タクシー等の運行

株式会社OTM
カーシェア等の提供・管理
現地事業者との調整

損保保険ジャパン株式会社
リスクマネジメント
現地事業者との調整（補佐）

NTTドコモ九州
デジタル技術の実装
人口統計情報の提供
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.6 沖縄スマートシフトプロジェクト ②事業実施の背景】

・沖縄県内における交通の課題の1つである、中南部の慢性的な渋滞や新型コロナウイルス感染
症の影響による、公共交通に対する不安感等を解消するため、九州等で実績のある「my rout

e」を活用し、船舶含めた様々な交通機能をシームレスに接続することを目的としている。

対象地域の課題 事業を進める上での設定、
留意事項等

地域課題

➢ 〈交通〉慢性的な交通渋滞、公共交通機関への分散、カ
ーボンニュートラル。

➢ 〈観光〉感染症対策、国内外における観光客数の増大に
対するサービス提供。

➢ 〈観光客〉各交通モードの利便性向上やキャッシュレス
決済の要望。

➢ 〈地域住民〉レンタカーによる事故増大や観光公害。
（渋滞・ゴミ・違法駐車）
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➢ 実績のある「my route」で
繋げることやAIオンデマン
ド交通走行による二次交通
へのアクセスを向上させる
ことなどでシームレスな移
動を実現。

➢ 非接触・キャッシュレス手
続き等感染症対策による利
用者の安心感の醸成。

➢ モーダルシフト、EV利用等
カーボンニュートラルの取
り組みを行うことで持続可
能なモデルを構築。



1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.6 沖縄スマートシフトプロジェクト ③ターゲット・機能的な特徴等】

・ターゲットは子供連れの家族や女性を主なターゲットに設定した。
・トヨタのmy routeを活用し、中南部の渋滞回避のため船舶を機能として追加し、その他では
安心感を確保するため、混雑状況の表示等が改良されている。

ターゲットの設定 機能的な特徴等

設定の考え方

➢ 観光客の移動促進が地域経済の活性化に
いち早く繋がること。

➢ 沖縄県への入域観光客で7.8月期子連れ家
族が突出39.7%。(※参考:平成29年観光
統計実態調査)

➢ ユーザーとしてアプリとの親和性が高く
データ取得が可能。

主なターゲット

➢ 旅行者。（県内外）
➢ 子供連れの家族や女性をターゲット。

➢ 船舶を活用した、公共交通利用の促進。

➢ ポストコロナでの安心な移動に向けて、混雑
率等を表示。
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.6 沖縄スマートシフトプロジェクト ④事業の効果や課題】

【検証項目、目標値の設定】

検証項目 目標値 結果

サイトアクセス数 350,000人/年 ―

アプリダウンロード数 35,000人/年 ―

デジタルチケット購入数 7,000枚/年 ―

サービス導入数 15 ―

アプリ利用満足度 平均4.0以上 ―

外出きっかけとなった割合 60% ―

・2月17日より実証を開始しているため、現段階で達成状況の共有は難しいとのことで、サー
ビス提供時に想定される課題等について、確認を実施した。

・サービス提供にかかる費用負担について、沖縄県における公共交通の事業者への負担等も踏
まえて、持続性等の観点からも自治体等への支援の必要性があると考えている。

サービス提供時に想定される課題等

地域
➢ 郷に従うことが地域に受け入れられる手段と考えており、

変化に対して丁寧な対応が必要になってくると考える。

自治体等
➢ 自治体の協力は必須と考えており、まちづくりの一環とし

て実証や周知の協力をいただけることが重要である。
➢ また、感染症拡大による交通事業者の収益悪化等もある

が、もともと沖縄は公共交通の維持が難しい地域であるた
め、利用促進並びに費用面での協力をいただくことが持続
性という観点では必要である。

MaaS事業本体
➢ 事業の周知やシステムが選択されるようになるまでは時

間と費用がかかる。
➢ また、アプリ開発や既存サービスとの連携等により品質を

向上していくと、上記と併せて時間、費用が掛かり、回収に
時間を要すると考えている。

※2月17日より開始のため結果については未整理

【利用状況等】（ヒアリング）
➢ コロナの影響もあり約1ヶ月程度で10人

以下の利用となっている。
➢ 船のチケット利用は家族連れが多い傾向

である。
➢ サービスをどうユーザーに知ってもらう

かが課題と感じている。
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.7 宮古島市MaaS ①MaaSの概要】

【概要】
期間：2021年1月～年3月、2021年12月～2022年2月
対象地域：宮古島市

主な取組内容（2021年12月～2022年2月）
➢専用アプリによる、あいのりタクシーの乗車予約や運賃決済。
➢一定期間（1日又は30日間）定額で乗車できる乗車券の販売（サブス
クリプションサービス）を実施
➢施設入場券と乗車券のセット販売を実施

・2021年1月から開始している本事業は、国土交通省の令和2年度、3年度の「日本版MaaS

推進・支援事業」に選ばれ、現在も実証実験を行っている。
・あいのりタクシーを活用したMaaSの推進を図り、地域住民と観光利用の個別ニーズに的確
に 対応した交通サービスの実現を目的としている。

アプリの利用イメージ

構成員
(団体名)

事業における役割

ジョルダン株式会社 代表幹事、事務局、商用化検討・調整

株式会社イイガ 企画・調整

株式会社エクトラ 企画・調整、システム開発

株式会社まるちく タクシー運行

株式会社オリエンタル
コンサルタンツ

結果調査・報告

宮古島市 連携・協力

宮古島観光協会 連携・協力

沖縄県ハイヤー・タク
シー協会 宮古支部

連携・協力

内閣府沖縄総合事務局 オブザーバー
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.7 宮古島市MaaS ②事業実施の背景】

・コロナ前は、増加し続けている（当時）沖縄への観光客の影響等による、那覇空港及び周辺
道路の混雑や、県内での低い公共交通分担率の解消を目的としていた。

・コロナ禍では、レンタカーの売却等による移動手段の供給不足が予想されており、地域にお
いて課題になると考えている。

対象地域の課題 事業を進める上での設定、
留意事項等

公共交通の利便性の低さ

➢ ラストマイル交通の不足による利便性の低さ。

➢ 路線バスの便数の少なさや、タクシー乗務員減少による
運行台数の少なさが、コロナ後の観光客の戻りを考える
と供給不足に陥ることが予想されている。

新型コロナウイルス感染症の影響

➢ コロナ前は、観光客の過剰なレンタカー利用が課題とな
っていたが、コロナ禍では、タクシー乗務員の減少やレ
ンタカー会社の車両売却などで移動手段の大きな供給不
足が懸念される。
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➢ 観光客向けの移動手段の提
供はもちろんのこと、地域
住民の交通不便地域への対
応等、観光客＋地域住民向
けのMaaSの提供が地域とし
て必要。

➢ 地域向けMaaSを中心として、
観光客向けに広げることを展
開の前提として考えている。



1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.7 宮古島市MaaS ③ターゲット・機能的な特徴等】

・住民や観光客の新たな交通手段として、あいのりタクシーが利用されるための仕組みづく
りを主な目的としている。

・サービスとして提供される、あいのりタクシーは、この実証実験のため新たに申請を行って
いる。

ターゲットの設定 機能的な特徴等

設定の考え方

➢ 沖縄県で多く展開されている観光型
MaaSだけでなく、地域の移動課題の解
決も取り組むうえでまず解消しないとい
けない課題と認識している。

主なターゲット

➢ 地域住民は、人口の多い高齢者を主なタ
ーゲットとしている。

➢ 観光客は、乗換案内に親しみのある、首
都圏や関西圏等の普段電車で移動してい
る地域の人を主なターゲットと想定して
いる。

➢ あいのりタクシーの本格運用に向けての持続
可能性を高める取り組みとして、事前集客割
引、事後集客、ダイナミック時刻表、ダイナ
ミックプライシングを実証。

➢ あいのりタクシーは、実証実験のため、道路
運送法21条により申請が行われている。
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1. 沖縄地域におけるMaaS関連プロジェクトの分析及び課題整理等（事例研究）
【1.7 宮古島市MaaS ④事業の効果や課題】

【利用者の声等】
➢ 令和2年度に行った実証実験の認知度は約2割

➢ 今年度のサービスの内容に対して、「利用したい
」「内容をもっと知って利用したい」と回答した
人は約9割

【検証項目、目標値の達成状況】

検証項目 目標値 結果

あいのりタクシー利用者数 延べ1,000名 ―

デジタルチケット利用数 延べ1,000枚 ―

アプリダウンロード数 2,000DL ―

宮古島域内検索件数 50,000回 ―

利用者アンケートによるサービス認知
度

30%以上 ―

提供したサービスが外出のきっかけと
なった人の割合

50% ―

・新型コロナウイルス感染症の影響により、サービスの提供を見送っている状況であるため、
サービス提供時に想定される課題等について確認を実施した。

・サービス提供時を想定して行ったアンケート調査では、利用したい、内容をもっと知って利
利用したいという意見が9割となっている。

サービス提供時に想定される課課等

地域
➢ 事業者等と連携すべきスケジュールがま

ん延防止措置法適用による影響で不確
定になっている。

自治体等
➢ 今回の実証は自治体単位で3自治体に協

力をいただいているが、この自治体地区
は近くにバス停が無い公共交通空白地域
となっており、今回の実証が今後の交通
計画等において参考なればよいと考えて
いる。

MaaS事業本体
➢ コロナ禍において、あいのりという他社と

接点が近いサービスを受け入れてくれる
かどうかが大きな課題である。

※サービスの提供を見送っているため結果無し
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➢ MaaS等を活用した新たなモビリティサービスに関する情報や課題、社会実装に向けた取
り組み事例を発信し、新たなモビリティサービスに対する理解を深め、各地域の支援を広
げること。

⇒講演や事例紹介による情報提供

2．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.1 目的】

➢ 沖縄エリアにおけるMaaSを活用した観光振興・公共交通利用促進に向けて、各地域のこ
れまでと今後の取り組みから、MaaSがどのように観光振興・公共交通利用促進に貢献で
きるのかについて議論すること。

⇒パネルディスカッションでの議論

• シンポジウムはMaaS等を活用した新たなモビリティサービスに関する情報や課題、社会実

装に向けた取り組み事例を発信し、新たなモビリティサービスに対する理解を深め、各地域
の支援を広げることを目的で実施。
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開催方式
➢ オンライン開催（Teams利用）

開催日時
➢ 令和4年3月4日（金）13時30分から16時30分

開催規模
➢ 会場は関係者のみ（30人～40人）
➢ オンライン参加（200名まで）

参加対象と参加状況（人数、結果）
➢ 申込者数：117名
➢ 当日参加者数：101名

2．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.2 開催概要】

・シンポジウムの概要は以下の通り。
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開始時間 終了時間 内容 発表者

時間目安

（分）

質疑含む

あいさつ 13:30 14:05 あいさつ 沖縄総合事務局 経済産業部 5

基調講演 13:35 14:05
「as a Service」の概念を意識した

MaaSとは
MoDip 代表 諸星 賢治氏 30

14:05 14:30

北谷観光MaaSプロジェクト

（経済産業省 地域新MaaS創出推進

事業）

ユーデック株式会社 執行役員

長澤 将臣氏
25

14:30 14:50
名護MaaS実証実験「名護スイスイ旅」の

取組み

パシフィックコンサルタンツ(株)

社会イノベーション事業本部 交

通政策部 都市マネジメント室

室長 和田 裕行

20

地域外の取組

み紹介
14:50 15:20

九州におけるMaaSの取り組み事例

-「my route」のご紹介-

西日本鉄道株式会社 まちづく

り・交通・観光推進部 課長 阿

部 政貴 氏

30

休憩 15:20 15:30 10

15:30 15:45
沖縄エリアにおけるMaaSを活用した観光振

興・公共交通利用促進に向けて

琉球大学   工学部   工学科

社会基盤デザインコース  神

谷大介 准教授

15

15:45 16:25 パネルディスカッション 上記参加者 40

終わりに 16:25 16:30 あいさつ 沖縄総合事務局 経済産業部 5

パネルディス

カッション

当該地域の事

例紹介

• 以下の通りプログラムを設定した。

302．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.2 開催概要】



＜参加申し込みの流れ＞
➢ 参加申し込みをしたのち、申し込みアドレスに視聴URL付の案内をメールにて送付。
①実施告知/申し込み依頼
沖縄総合事務局のHPにて告知
実施告知日：2022年2月17日（木）
申し込み受付（告知と同時に実施）

②受付期間：2022年2月17日（木）～3月1日（火）
先着順：200名を目安に受付
申込方法：Questant（クエスタント）
問い合わせ先：パシフィックコンサルタンツ株式会社

2．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.3 開催準備】

沖縄総合事務局HP

• 参加申し込みは、沖縄総合事務局HPで告知
• 申込者の管理はマクロミル社のアンケートシステムであるQuestant（クエスタント）を活用
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2．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.3 開催準備】

• プログラムは下記のように、沖縄総合事務局HPで告知。

32



2．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.3 開催準備】

運営の様子＜会議の開催方法＞

参加方式

➢ 配信会場から講演、パネルディスカッション
をWebカメラで中継した。

➢ 質疑等もWebを介した方法とした。

会議方法
➢ Teamsウェビナー機能を活用
（Teamsウェビナーの採用理由）
• 参加者が招待URLにアクセスすれば、

Teamsウェビナーが開始可能
• Teamsアカウントを持っていなくても参
加可能

• 視聴時間のレポートを取得

• チャットにてパネリストに質疑応答が可
能

• シンポジウムは、Teamsウェビナー機能を活用して対応。
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2．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.4 当日の状況】

『「as a Service」の概念を意識したMaaSとは』 合同会社MoDip 代表諸星賢治氏

沖縄県北谷町『北谷観光MaaSプロジェクト』 ユーデック株式会社執行役員長澤将臣氏

■基調講演

・MaaSを考える上で重要なas 

a Serviceの概念をこれまでの

成り立ちや利用者の恩恵を例
にして紹介
・MaaSの基本的な考え方や事
例をもとに「MaaSは手段、地域

課題の解決が目的」という視点
が重要と示唆

■事例紹介

・北谷観光MaaSの事例をもと

に、サービス内容や課題・成果
等を紹介

・レンタカー利用率の課題から
地域により来訪してもらうため
には公共交通の利用してもらう
ことが重要と示唆
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九州におけるMaaSの取り組み事例「my route」のご紹介
西日本鉄道株式会社まちづくり・交通・観光推進部課長阿部政貴氏

沖縄県名護市『名護MaaS実証実験「名護スイスイ旅」の取組み』
パシフィックコンサルタンツ株式会社交通政策部都市マネジメント室長和田裕行氏

■事例紹介

・現在実証期間中である名護ス
イスイ旅の事例を実施内容を
中心に紹介

・実証実験の今後について、名
護市単体の利用よりも広いエリ
アで観光周遊ができるようにな
る横への展開が重要と示唆

・現在実施中のmy routeの取
組を例にMaaSの実現に必要な
要素を紹介

・同業他社との連携ができるか
どうか・目的地とどうアライアン
スを構築するかがMaaSを実施
する上と示唆

352．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.4 当日の状況】



『沖縄エリアにおけるMaaSを活用した観光振興・公共交通利用促進に向けて』
モデレーター：琉球大学工学部工学科社会基盤デザインコース准教授神谷大介氏

■パネルディスカッション

・沖縄県内の人流について
具体例をもとに紹介

・人流を把握して、効率的に
人を動かし、どう施設と連携
するかが重要と示唆

• パネルディスカッションは神谷先生の話題提供ののち、２つのテーマでディスカッションを実施した。

362．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.4 当日の状況】



主な意見の要旨

長澤氏

➢予約状況や利用されたバスの状況のデータが取れた。
➢コロナの影響を知ることに活用できた。
➢利用者の行動と予約がどう繋がっているかを知ることに活用できた。
➢北谷の認知度が低いので、どう知名度をあげていくかが課題である。
➢他地区との差別をどうするかという課題がある。

和田氏

➢ 2月から実証を実施しているが、効果がみえてないことが課題だ。
➢利用者の行動情報を取得できる。
➢どれだけ周遊しているかを知ることできるので、PR仕方やインセンティブを与える等の施策に活用で
きる。

阿部氏
➢現状my routeの実証ではデータの活用はできていない。
➢一方で、バスの混雑状況・位置情報の取得し、お客様に別の行動様式を提案する機能の実装に活
用しようとする事例もある。

諸星氏
➢阿部氏事例では、自身の実務経験からユーザーの信頼度が重要である。
➢長澤氏事例では、「差別化」「MaaS」の両立をどう考えるか難しい。例えば、北谷の良さが差別化要
因になるのではないか。お互いに連携して送客しあうことが理想だ。

■パネルディスカッション

• テーマ①「これまでの取組みから見えてきた成果・課題についてこれまでの取組みから見えてきた
MaaS（アプリ、モビリティサービス） の成果、課題では、パネリストからは、コロナの影響を知ること
に活用できたという意見や他地区との差別をどうするかという課題との意見があった。

372．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.4 当日の状況】



主な意見の要旨

長澤氏
➢ 利用用途によって、滞在地周辺の必要な情報を取得出来る機能があればうれしい。
➢ 地域PUSH型の機能がある展開をしていくべきである。

和田氏

➢ 今回の取り組みは技術実証だったので、受け入れられるかの社会実装的な展開していくべきで
ある。

➢ 名護市や広域エリアを巻き込んでMaaSを展開していくべきである。
➢ 行政主導の動きが必要、公共交通計画を担保にしながら展開していくべきである。

阿部氏
➢ 地区とどうアライアンスを結ぶかが大事なので、短期的に考えるのではなく、長期的にデザイン・

合意形成をとりながら展開していくべきだ。

■パネルディスカッション

• テーマ②各取組みの実証から実装に向け、今後どのように展開していくべきか（横展開・連携等）で
は、パネリストから地区とどうアライアンスを結ぶかが大事なので、短期的に考えるのではなく、長
期的にデザイン・合意形成をとりながら展開していくべきとの意見があった。

382．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.4 当日の状況】



【アンケート実施概要】
（１）内容
実施期間：2022年3月4日（金）～2022年3月18日（金）
有効回答数：45件
回収アナウンス：3月4日（シンポジウム後）3月11日、3月18日（メールにて）

2．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.5 アンケートの実施・結果】

【アンケート内容（一部抜粋）】

• アンケートはQuestant（クエスタント）を使用して作成し、下記の概要で実施した。

39



【年齢】 N=45

【都道府県】 N=45

• 年齢の回答属性は45歳～49歳・50歳～54歳が22.2％と最も多く、ついで30歳～34歳が15.6％、
25～29歳が11.1％。

• 都道府県の回答属性は沖縄県の37.8％が最も多く、ついで東京都が24.4％、福岡県・大阪府が
13.3％。

402．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.5 アンケートの実施・結果】



【参加いただいた「プログラム」】 N=45

【「プログラム」のテーマや内容に関する全体的な満足度】 N=45

• すべてのプログラム6割以上が視聴、8割以上が大変満足・満足との声。

412．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.5 アンケートの実施・結果】



【視聴した企業や自治体などの情報は、参考になったか】 N=45

【「プログラム」の中で特に参考になった・面白かった・興味が湧いたもの】 N=45

• 視聴した企業や自治体などの情報は、参考になったかとの設問では、8割以上がとても参考になっ
た・参考になったとの声、西日本鉄道の阿部氏の発表は約5割が参考になった・面白かった・興味
が湧いたと回答した。

422．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.5 アンケートの実施・結果】



アライアンスの構築に関する興味・感想
➢地域の企業の連携についてわかりやすく説明していただいた。共同で地域を盛り上げていく意識が参考にしたいと思っ
た。

➢MaaS提供事業者間の連携の重要性を再認識したこと。
➢特定の事業者だけではなく地域や関係者が共存する運用。特にJRと西鉄は福岡県全域での協力協働体制には興味
が湧きました。今後も注目していきたいです。

➢公共交通の利便性向上には複数の交通事業者間での協力が不可欠と思われますが、協力関係の構築に苦慮してい
る。先行事例として大変参考になりました。

➢かつてライバル同士だった企業がアライアンスを組んで、一歩先の展開へ(電車・バス・タクシーが連携したサービスも
可能)という点。

全体を通しての興味・感想
➢小さな自治体や事業者だけで持続させていくには難しい事業であるが、課題解決に向けた取り組みを聞くことができ、
参考になった。

➢Maasの考え方、目的など参考になりました。個人所有→共同利用へ移行が大事になると思う。パネルディスカッション
では事業者の考え方、意見も聞けたので良かった。

➢各自治体でMaasを取り組むことは利用者目線で考えると、使いづらい(どのマースを使えばいいの？手段の選択作業(

探す手間)が生じる状態。)という事は共感できましたし、課題だと思うので今後の展開や事例が気になりました。
➢観光に特化した考えでなく、地元民を考慮しながらの事例である点。また、公共交通利用促進への考え方をピックアッ
プした点が参考になりました。

➢今後、沖縄で検討すべきMaaSの姿を、県の方々の視点から確認できたこと。

• 具体的にどのような点に、面白かった・興味を持ったかという自由意見ではアライアンスの構築に
関する興味感想の意見が多く、ほかにも課題共有や課題解決についての意見があった。

432．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.5 アンケートの実施・結果】



【その他、おきなわスマートモビリティチャレンジシンポジウムに関する意見・感想等】

シンポジウムへの意見
➢ 沖縄にとって観光が重要であることは承知していますが、沖縄県民にとっての地域交通におけるMaaSのあり方を議

論する場が必要ではないでしょうか。
➢ Webで参加させていただいたが、音声が聞き取りづらい箇所もあった。資料は事前に配布していただきたかった。
➢ 会場の通信環境が悪く、音や画像が切れることがあったので、それに対する対策が必要。

シンポジウムに関する要望
➢ 取組み内容について周囲にも共有したいため、可能な範囲で資料を公開してほしい。
➢ 他自治体の事例も参考にしながら、どのような施策が望ましいのか検討しているところなので、今後も開催してほしい

。
➢ MaaSに関する最新の情報提供の場として継続して開催を希望。
➢ カーボンニュートラルの観点からの討論の深掘りも希望。

シンポジウムに関する感想
➢ 一連のプログラム大変参考になります。
➢ 沖縄と同じような地域性の場所での取り組み事例があれば、知りたいです。海外も含めて

• その他、おきなわスマートモビリティチャレンジシンポジウムに関する意見・感想等の自由意見では
今後の展開に関する意見・要望や、引き続きこのようなシンポジウムを定期的に開催してほしいと
いう要望があった。

442．スマートモビリティチャレンジ地域シンポジウムの開催
【2.5 アンケートの実施・結果】



3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.1 実証実験の背景】

■取組みの背景

• 観光客のコロナ影響
➢ 沖縄県における令和元年（2019年）の観光客数は１千万人を超えて過去最高を更新し
たが、令和2年以降、新型コロナウイルスにより、地域経済、特に観光産業は極めて大
きな打撃（観光客数 R2：373万人、R3：302万人）。

• レンタカーによる交通渋滞

➢ 沖縄の基幹産業である観光産業の復旧と更なる高付加価値化は、地域経済の活性
化にとって喫緊の課題であるが、レンタカー移動が多い観光客の増加は、中南部都市
圏の交通渋滞を更に悪化させる要因ともなり得る。

名護市をフィールドにMaaSのFS調査（名護エリアを対象にMaaSシステムを活用したダ
イナミックプライシング等のプレ実証（名護スイスイ旅））を実施。

地域住民の生活の質の確保と観光振興の両立を目指す新たな地域振興モデルを検討し
、MaaSの社会実装を加速化することを目指す。

■実証の目的

45



3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.2 実証実験の方法 ①実証実験の概要】

海洋博公園

名護市

【現状】

レンタカー利用が多く

名護市はほぼ通過

高速バスは運行して

いるものの、二次交

通がなく、名護市内

観光施設へのアクセ

スが困難

海洋博公園

名護市

レンタカーからのシフ

トによる公共交通

利用増加

需要分散・最適化により

観光周遊が快適に
【施策実施後】

名護MaaS（名護スイスイ旅）の導入

（ダイナミックプライシング等による公共交通利用へのシフト）

名護市

人口：6.4万人

面積：210.3 km²

• シンポジウムはMaaS等を活用した新たなモビリティサービスに関する情報や課

題、社会実装に向けた取り組み事例を発信し、新たなモビリティサービスに対す
る理解を深め、各地域の支援を広げることを目的で実施。
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3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.2 実証実験の方法 ②名護市の観光面の課題】

出典：平成28年度 第２回沖縄地方渋滞対策推進協議会 記者発表資料

②素通り観光割合が高い
• H24からH30まで、沖縄県の

入込客数は7割増加、海洋

博公園入園者数は約4割増

加している一方、名護市の入

込客数は約3割の増加にとど

まる

①レンタカー依存と渋滞
• 那覇市では三大都市圏と同

様の渋滞状況

• 観光客の約6割がレンタカーを

利用しており、観光のレンタカ

ー依存が渋滞の一因に

10.8 
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23.7 
28.2 
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7.5 
12.2 
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航空機（県内）

船（県内）

自転車

その他

%

• 対象地域の名護市は沖縄北部の玄関口であるにも関わらず、レンタカー依存等により、
観光面で大きな課題
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3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.2 実証実験の方法 ③実証実験の内容】

名護MaaS（名護スイスイ旅）

テーマ②：観光地周遊機能

現状のMaaS：定型的な観光地情報案

内等のため、周遊への寄与は小さい

機能：アプリを活用したゲーム性を有す

る各種情報提供等による観光周遊促進

テーマ①：ダイナミックプライシング機能

現状のMaaS：一律の料金チケットのため

、公共交通利用のインセンティブが高くない

機能：オフピーク時における割安チケット提

供により利用促進

実証参加者等への効果検証により、MaaS普及時の地域への効果を算定

• 名護MaaS実証実験（名護スイスイ旅）では、現状のMaaSの追加的な機能となりうる、
ダイナミックプライシング、観光周遊アプリ機能の2つのテーマによる実証を実施
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4

ダイナミックプライ

シング機能

公共交通＋観光

地のセット券
（通常のMaaS機能）

交通機関選択の変化
・公共交通利用増（他交

通手段からのシフト）

観光地周遊

機能

交通需要の平準化
（交通手段、時期、トリップ総数）

時期の変化
・閑散期の利用者増加

需要総数の変化
・沖縄MaaS利用者増加

・観光客数の増加

（名護市全体）

観光行動（着地）の変化
・一人あたり訪問箇所数増加

・滞在時間/消費額増加

・満足度の変化

• 地域の渋滞緩和及びそれによる経済効果

名護市滞在型観光の確立

• 地域経済の活性化

名護MaaS（名護スイスイ旅）

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.2 実証実験の方法 ③実証実験の内容】

• 従来のMaaSでは十分に展開できていないダイナミックプライシング、観光地周遊の追
加的機能により、現状のMaaSの機能強化が図られ、様々な社会的効果が期待される
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3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.2 実証実験の方法 ④実証実験の実施体制】

【全体スキーム図】 パシフィックコンサルタンツ株式会社

TIS

株式会社 JARTIC
やんばる
急行バス

沖縄エアポー
トシャトル
（JTB沖縄）

名護市

沖縄総合事務局 運輸部 企画室

沖縄MaaS運営

沖縄都市
モノレール

丸金交通

高速バス運行

観光タクシー

名護スイスイ
旅アプリ開発

コミュニティバス

二次交通運行

アドバイザー

ダイナミックプライシング

ネオパークオキナワ
パイナップルパーク

OKINAWAフルーツらんど

観光事業者等

名護市観光協会

実証期間：令和4年2月1日～2月28日

• 名護スイスイ旅実証実験は、以下の体制で実施。
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 3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.2 実証実験の方法 ⑤名護MaaS実証実験（名護スイスイ旅）：ダイナミックプライシング】

■観光型MaaSプラットフォーム”沖縄MaaS”の概要
• 国土交通省の「令和2年度日本版MaaS推進・支援事業」に採択。
• 4企業（沖縄都市モノレール株式会社、株式会社ゼンリン、TIS株式会社、株式会社琉球銀行）と7自
治体（石垣市、浦添市、宮古島市、今帰仁村、伊江村、座間味村、竹富町）で構成され、多様な交通
手段や観光・商業施設、サービスの利用の実現を目指している事業連携体。

沖縄MaaSのチケット購入の流れ

■活用するMaaSプラットフォーム

• ダイナミックプライシングの実証においては、沖縄で展開済みの“沖縄MaaS”を活用
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1次交通運賃 2次交通運賃 観光施設入場料

日変動

沖縄エアポートシャトル

or

やんばる急行バス

（空港～名護市役所

間）

名護市街地周辺コミュ

ニティバス（無料）

or

丸金交通観光タクシー

（定額観光タクシー）

ネオパークオキナワ

or

OKINAWAフルーツら

んど

or

ナゴパイナップルパーク

時間変動
やんばる急行バス（名

護市役所→空港）
ー ー

＜登録準備したダイナミックチケットの種類＞

■ ダイナミックプライシングチケットの登録

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.2 実証実験の方法 ⑤名護MaaS実証実験（名護スイスイ旅）：ダイナミックプライシング】

• 沖縄MaaSにダイナミックプライシングの商品として以下のチケットを登録
• 日変動：一次交通、二次交通、観光施設のセット券を登録。ピーク日の通常価格と、オ
フピーク日の割引価格の2パターンを準備

• 時間変動：朝一の高速バスの割引チケットを準備
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5

運行期間：令和3年9月15日（水）から

令和4年２月28日（月）まで

循環線 名護漁港水産物直販所を発着

地として、右回り・左回りの双方

向運行

東西線 イオンを発着地として、右回り・

左回りの双方向運行

南北線 名桜大学から轟の滝を往復

53

轟の滝

オリオンハッピーパーク

ネオパークオキナワ・なごアグリパーク

ナゴパイナップルパーク・

OKINAWAフルーツらんど

■名護市街地周辺コミュニティバス実証事業

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑤名護MaaS実証実験（名護スイスイ旅）：ダイナミックプライシング】

• 名護市で実施している市内中心部のコミュニティバス実証実験と連携
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＜通常時＞ ＜オフピーク日＞

■ダイナミックプライシングチケット（日別）

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑤名護MaaS実証実験（名護スイスイ旅）：ダイナミックプライシング】

• 日別の料金変動：2月の平日水木における割引価格を設定
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55

＜通常＞ ＜オフピーク時＞

■ダイナミックプライシングチケット（時間別）

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑤名護MaaS実証実験（名護スイスイ旅）：ダイナミックプライシング】

• 時間帯の料金変動：朝一便の高速バス料金を通常1,600円から1,000円と割安に
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■ 名護スイスイ旅アプリの機能

• 出発地(現在地)から目的地までの経路案内、現在地・目的地の周辺の観光スポットの紹介。

• 経路上に渋滞が発生していた場合には、1～3時間後に出発した時の予測所要時間を提供し、経路をう回したり、

時間をずらしたりすることを促す機能を搭載。

• 観光スポットの周遊に役立つ移動手段を観光客に分かりやすく提供。

経路案内 観光スポットの紹介 観光スポットの混雑 1-3時間後の所要時間 移動手段の紹介

名護市街地コミュニテ

ィバスのバスロケ情報

とリンク
経路に渋滞が発生して

いた場合には、1～3時

間後に出発した時の予

測所要時間を提供

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑥名護MaaS実証実験：名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

• 名護スイスイ旅アプリは、観光地のミッションを与え、ミッションクリアのポイントに応じて
景品を与える仕組みなど、周遊性を高めるため仕組みを提供
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■ 名護スイスイ旅アプリの機能

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑥名護MaaS実証実験：名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

• 観光スポットは「観光」、「飲食店」、「買い物」、「ファイターズ」、「バス停」、「タクシー」、「
駐車場」の7種類のカテゴリに分類して提供

観光 スポット名 備考
かねひで喜瀬ビーチパレス ミッション（クイズ）
オリエンタルホテル 沖縄リゾート＆スパ ミッション（写真投稿、クイズ）
ブセナ海中公園 ミッション（写真投稿）
ネオパークオキナワ
沖縄サンコーストホテル 混雑度提供（空きあり）
御菓子御殿 名護店

カヌチャリゾート
がじゅまる自然学校
ホテルリゾネックス名護
ベストウェスタン沖縄幸喜ビーチ
オリオンビール名護工場
（株）ハートボイルド
わんさか大浦パーク

名護市営市場
2月4日(金)から提供

ミッション（写真投稿）

飲食店 スポット名 備考
名護漁港食堂

美ら花別邸

シーサイドカフェブルートリップ

avocafe

買い物 スポット名 備考
道の駅「許田」やんばる物産セン
ター

ミッション（クイズ）

ファーマーズマーケットやんばる

（株）沖縄ベルク

山城野菜・青果店

タクシー スポット名 備考
丸金交通（本社）
丸金交通（ホテル ゆがふいんおきなわ） 無料タクシーコール設置
丸金交通（ホテル ルートイン名護） 無料タクシーコール設置
丸金交通（沖縄サンコーストホテル） 無料タクシーコール設置
丸金交通（かねひで喜瀬ビーチパレス） 無料タクシーコール設置
丸金交通（スーパーホテル沖縄・名護） 無料タクシーコール設置
丸金交通（北部地区医師会病院） 無料タクシーコール設置
丸金交通（メイクマン名護店） 無料タクシーコール設置
丸金交通（しろがね薬局） 無料タクシーコール設置
丸金交通（マックスバリュなご店） 無料タクシーコール設置
丸金交通（出雲殿） 無料タクシーコール設置
丸金交通（ホテル リゾネックス名護） 無料タクシーコール設置

ファイターズ スポット名 備考
タピックスタジアム名護
（名護市営球場）

ファイターズ春季キャン
プ
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■ 名護スイスイ旅アプリの機能

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑥名護MaaS実証実験：名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

• 観光スポットは「観光」、「飲食店」、「買い物」、「ファイターズ」、「バス停」、「タクシー」、「
駐車場」の7種類のカテゴリに分類して提供

バス停 スポット名 備考

イオン（コミュニティバス） 循環線、東西線、南北線

柳児童公園（コミュニティバス） 循環線（右回り）、東西線

柳児童公園（コミュニティバス） 循環線（左回り）、東西線

名護十字路（コミュニティバス）
循環線（右回り）、南北線（轟の滝
行き）

名護十字路（コミュニティバス）
循環線（左回り）、南北線（名桜大
学行き）

県立北部病院前（コミュニティバス）
循環線（左回り）、南北線（名桜大
学行き）、二見以北線（イオン行き）

県立北部病院前（コミュニティバス）
循環線（右回り）、南北線（轟の滝
行き）、二見以北線（有津行き）

マックスバリュ（コミュニティバス） 東西線、南北線（轟の滝行き）

サンエー為又シティ（コミュニティバス） 東西線、南北線（名桜大学行き）

名護市民会館（コミュニティバス） 循環線

伊差川（コミュニティバス） 東西線

名護バスターミナル（コミュニティバス） 東西線

轟の滝（コミュニティバス） 南北線

名桜大学（コミュニティバス） 南北線

わんさか大浦パーク（コミュニティバス） 二見以北線

オリオンハッピーパーク（コミュニティ
バス）

南北線（轟の滝行き）、二見以北線
（有津行き）

オリオンハッピーパーク（コミュニティ
バス）

南北線（名桜大学行き）、二見以北
線（イオン行き）

名護漁港水産物直販所（コミュニティバス） 循環線、南北線

駐車場 スポット名 備考

名護漁港特設駐車場
ファイターズキャンプ見学者
向けに臨時開設
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■広報の実施

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑥名護MaaS実証実験：名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

• 多くの人に「名護スイスイ旅」を認知してもらうため、インターネット及びラジオによる広報
を実施

Googleでの「名護スイスイ旅」検索

広報用のHPデザイン
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■広報の実施

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑥名護MaaS実証実験：名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

• 多くの人に「名護スイスイ旅」を認知してもらうため、インターネット及びラジオによる広報
を実施

オリエンタルホテル 沖縄リゾート＆スパ HPバナーの作成
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■広報の実施

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑥名護MaaS実証実験：名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

• SNSやラジオCMを展開。「まん延防止等重点措置」解除後の2月24日(木)～27日(日)の
4日間、より広く本実証実験を周知するため、エフエム沖縄（87.3MHz）で20秒間のラジオ
CMを展開

JARTICのTwitterアカウント 2月1日のツイート

実験開始当日の2月1日(火)及び1週間後の2月

8日(火)の合計2回、ツイートを行った。

2月8日のツイート

【原稿（共通）】

交通情報を提供している日本道路交通情報センターが、名護

市で渋滞緩和と観光振興を目的に実証実験を実施しています。

スマホアプリ「名護スイスイ旅」で、渋滞やお店の混雑を見なが

ら楽しく観光、クイズや写真を投稿してポイントを貯めるとファイ

ターズのグッズが当たります。「名護スイスイ旅」で検索を！

放送日 番組名

2月24日(木) 9時 5分 Fine!（月～金：7時30分～10時30分）

2月24日(木)18時28分 Connect（月～金：18時～19時55分）

2月25日(金) 9時 5分 Fine!（月～金：7時30分～10時30分）

2月25日(金)14時58分 ゴールデンアワー（月～金：14時～15時50分）

2月26日(土)11時28分
KFC Presents Movieなう
（土：11時25分～11時30分）

2月26日(土)16時53分
リリー・フランキー「スナック ラジオ」
（土：16時～16時55分）

2月27日(日)10時53分
YKK AP presents 皆藤愛子の窓café-窓辺で

café time-（日：10時30～10時55分）

ラジオCM原稿
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■広報の実施

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）

【3.2 実証実験の方法 ⑥名護MaaS実証実験：名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

• 「名護スイスイ旅」でミッションを実施して貯まったポイントは、3ポイントにつき1回くじを
引いて景品と交換できるよう利用拡大を図るための工夫を実施

• 同期間に春季キャンプを行っていた北海道日本ハムファイターズの協力も得て、特賞か
ら4等までの景品を準備

くじ引き時のアプリ操作
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全体項目 内容

スクリーニング ・2022年2月に沖縄MaaSを利用したことがある

属性 ・年齢・性別・居住地（都道府県、市区町村）・職業・運転免許の有無・自家用車所有の有無
・沖縄MaaS利用回数

利用内容 ・利用目的・利用時期
・購入チケットの内容（観光スポットのみか、公共交通チケットか、セット券か。移動手段、訪問した観光施設、等）
・具体的にどの地区へ行ったか？（北部・中南部・南部）
※行先では特にスクリーニングしない予定

沖縄MaaS利用のきっかけ ・知るきっかけとなった手段や媒体・利用の動機（利便性、価格など）

移動手段の転換 ・普段の移動手段
・今回の沖縄MaaSでの移動手段
・【セット券の購入者】なぜセット券にしたか？
・セットチケットを買ってみてどうだったか？（便利か、レンタカーや自家用車は必要か）
・【セット券の非購入者】なぜセット券にしなかったか？次回観光でのセットチケット購入意向。
・どのようなチケットがあればレンタカーから転換しても良いと思うか？（価格・内容）

時期の転換 ・普段旅行する時期を選ぶ際に重視すること（混雑度の重視度合を確認）
・いつからいつまで旅行したか？
・普段の旅行泊数、旅程検討の内容（どの程度平日や休日を含むか）
・観光地の混雑状況に対する希望
・水木チケットを購入したか？
・水木チケットの購入理由 / 非購入理由
・【水木チケット購入者】水木チケットを買ってみてどうだったか（時期について）
・どのようなチケットがあれば時期を変えようと思うか？（対象の曜日・価格・混雑度など）

時間帯の転換 ・朝一便のチケットの存在を知ってたか？
・朝一便のチケットを購入したか /  してないか？その理由
・利用者の少ない時間帯の格安バスチケットが今後販売されたら、購入したいか？
・混雑度に応じて価格変動する仕組みがMaaSに導入されたとしたら、利用したいか？

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.2 FS調査の効果検証 概要】
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Q3. 沖縄MaaSを利用することとなった主な目的は何ですか？

• 主な利用目的として、「観光・レジャー」が81.4%と全体で最も多く、約8割を占める。次いで「私用」のための利用が16.3%、「プロ
野球の春季キャンプ等の応援・見学」は4.7%、「通勤・通学」での利用は2.3%である。

n=43

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】

沖縄MaaSの利用者の約8割は観光・レジャーだが、私用等での利用者も約2割程度みられた。
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Q8. 沖縄MaaSで購入したチケットについて教えてください。 どのようなチケットを購入しましたか？

n=43

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】

沖縄MaaSの購入者は、バスチケットの購入が7割程度で、観光地・施設とバス等のセットチ
ケットの購入者が約3割に上った。

• 「バスチケット」が67.4%と一番多く、半数を超えており、次いで「セットチケット」が25.6%、「モノレールチケット」が23.3%の順で多
い。また9.3%に「観光地・施設のチケット」、2.3%に「フェリーチケット」の回答もみられる。
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Q11. 今回の旅行で沖縄本島のどの地域を訪問しましたか？

• 沖縄本島南部（那覇市など）が58.1%と最も多く、次いで沖縄美ら海水族館付近（本部町・今帰仁村など）が51.2%、名護市付
近が30.2%、恩納村・宜野座村・金武町付近、が9.3%の順に多い。やんばる付近（国頭村・東村・大宜味村など）、沖縄本島中
部（沖縄市など）がぞれぞれ7%である。

n=43

名護市付近の訪問者は3割程度見られた。

663．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



Q12.沖縄MaaSの利用のきっかけを教えてください。

• 「安そうだった お得なチケットがありそうだった」が58.1%と最も多く、次いで「交通手段や観光施設のチケット購入が簡単そう
だった」が 46.5% 、 「車がなくても観光がしやすそうだった」が25.6%、 「セットチケットが便利そうだった」が23.3%、「MaaSが
面白そうだった」、が16.3%、 「平日限定の安いプランがあった」が2.3%の順に多い。

沖縄MaaSの利用のきっかけとして、「安そう」が約6割と最も多く、費用感への期待が非常
に高いことが分かった。

673. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】

n=43



Q13.沖縄観光でのこれまでの主な移動手段について教えてください。観光の際、どのような移動手段が多いで
すか？以前も沖縄を観光したことがある方はその際の移動手段、そうでない方は普段の観光時の移動手段
を教えてください。

n=43

沖縄MaaSの普段の観光は、バス・モノレールに次いで、レンタカー・カーシェア利用者が4

割を占めることが分かった。

• 「バス」の利用が74.4%と最も多く、次いで「モノレール」が58.1%、「レンタカー・カーシェアリング」が44.2%の順に多い。また、「
タクシー」、「フェリー」、「自家用車」、「自転車」、「バイク」も回答の一部にみられる。

683. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



Q14. 沖縄MaaSを利用した今回の旅行の主な交通手段を教えてください。

• 「バス」の利用が88.4%と最も多く、次いで「モノレール」が44.2%である。

n=43

普段の沖縄観光で、レンタカー・カーシェア利用が約4割見られていたが、沖縄MaaSを利用
した今回の主な交通手段としては、レンタカー・カーシェアは約5%に減少した。

693. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



Q15.沖縄MaaSでは交通手段のチケットや観光施設と交通手段のセット券を販売しています。
それらのチケットを購入した方に伺います。購入した理由で当てはまるものを複数選択してください。

n=43

チケット購入理由として、「もともと利用したい交通手段であること」「安いこと」「行き
たい施設とのセットであること」が多く挙げられ、MaaS利用として重要であることが分か
った。

• 「もともと利用したい交通手段だったため、購入した」が55.8%と最も多く、ついで「安かったため購入した」が41.9%、 「行きた
い観光施設とセットだったため購入した」が30.2%、「複数の交通手段とのセットだったため購入した」が9.3%の順に多い。

• レンタカーやカーシェアの利用予定有無にかかわらず、沖縄MaaSが良さそうだったため購入したという回答もみられる。

703. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



Q19.どのようなチケットがあれば、レンタカーや自家用車ではなく、バス等で移動しようと思いましたか？
価格以外の点でお答えください。

n=43

滞在地から目的地まで、往復又は何度か使用できるチケットがあると、公共交通への転換が
促される可能性があることが分かった。

• 「滞在地（ホテル・空港等）から、目的地まで往復できるチケット」が58.1%と最も多く、次いで「滞在地（ホテル・空港等）周辺～目
的地周辺まで何度か使用できるチケット（乗り放題等）」が48.8%、「目的地周辺で何度か使用できるチケット（乗り放題等）」が
44.2%、「滞在地周辺まで何度か使用できるチケット（乗り放題等）」が32.6%の順に多い。

713. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



Q20.どのようなチケットがあれば、レンタカーや自家用車ではなく、バス等で移動しようと思いましたか？
価格の点でお答えください。行きたい観光地とそこまでの交通手段がセットになったチケットがあることを想定し
てお聞きします。

価格が同程度～多少高い価格であっても、約3割は公共交通を利用して移動する可能性がある
ことが分かった。加えて、8~9割程度の価格になれば、さらに1割程度が公共交通に転換する
可能性がある。

• 「価格がレンタカー費用の5割～7割であれば、チケットを購入し、レンタカーや自家用車では移動しない」が55.8％であり、過半
数を占めている。次いで「どのような価格であっても、レンタカーや自家用車では移動しない」が11.6%、「価格がレンタカー費用
の8割～9割であれば、チケットを購入し、レンタカーや自家用車では移動しない」、「価格がレンタカー費用と同程度であれば、
チケットを購入し、レンタカーや自家用車では移動しない」がそれぞれ9.3%であった。

• チケット価格がレンタカー費用と比べて同額またはそれ以下であった場合、交通手段に関して、レンタカーや自家用車ではなく
、バス等による移動を選択するという回答が、全体の約7割みられた。

723. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



Q21. 今回沖縄MaaSを利用された旅行の期間を教えてください。

• 旅行期間に関して、「平日・土日祝日両方を含み訪問した利用者」が67.4%であり、過半数を占める。「平日のみ訪問し
た利用者」が20.9%、「土日祝日のみ訪問した利用者」が11.6%の順に多い。

沖縄MaaSの今回の旅行で、土日祝日のみの訪問者は1割程度であり、7割は土日祝日と平日の
両方を含む日程、平日のみでの日程も2割程度見られた。

733. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



Q22.今回の旅行に限らず普段沖縄旅行をどのような旅程で検討されますか？

n=43

半数以上が、平日の火曜日～木曜日も含めて検討することが分かった。

743. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】

• 「平日 火～木曜日も含めて検討する」が51.2%と最も多く、次いで「休日・祝日を含めて検討する」が41.9%、「平日でも月曜日
・金曜日であれば含めて検討する」が32.6％、「大型連休（GW、お盆、正月等）を含めて検討する」が11.6%の順で多い。



Q24 あなたが普段沖縄旅行の時期を選ぶ際に重視することは何ですか？それぞれ重視する順位を上位3つま
で回答してください。

• 「混雑していない時期」が最も多く34.9%であり、次いで「長期休みが取れる時期」が25.6%を占める。

1位

旅行の時期を選ぶ際に「混雑していない」ことを重視する層が最も多いことが分かった。

753. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



１） 人がほとんどいない

• 「特に考慮せず観光する」が55.8％と最も多い。

Q25.観光地の混雑状況に対する観光のご希望について教えてください。

• 「特に考慮せず観光する」が62.8%と最も多く、全体の約6割を占める。

２） 人が少しいる（定員の半分くらい）

• 「できれば避けて観光する」が48.8％と最も多く、次いで「少し考慮して観光する」が34.9％、「絶対に避けて観光する」が16.3％である。

n=43

• 「できれば避けて観光する」が39.5％と最も多く、次いで「少し考慮して観光する」が30.2%、「特に考慮せず観光する」が25.6%である。

３） 人がある程度いる（定員くらい。施設・レストランであればどの席も埋まっている。）

４） 人が少し多い（定員～1.5倍くらいまで。施設・レストランであれば多少待って入る。）

• 「絶対に避けて観光する」、「できれば避けて観光する」がそれぞれ44.2%であり、全体の約9割を占める。

５） 人がかなり多い（定員の1.5倍以上。施設・レストランであればかなり並んで入る。）

n=43

混雑状況に対して、「人がある程度いる」状態で約4割以上が「できれば避けて観光する」と
考えることが分かった。

763. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



• 「知らなかった」は65.1%と最も多く約6割を占め、「知っていたが購入しなかった」は23.3 %であった。

n=43

Q26.今回、沖縄MaaSの中で名護MaaS実証実験として名護市エリアを観光される形に対し、 2月の平日の水曜日
・木曜日限定で特に安くなるお得な公共交通と観光地のチケット（エアポートシャトル＋ネオパークオキナワセット券
など）を販売しました。購入しましたか？

非混雑時期に安くなるチケットに対して、実際に購入した人は5%であった。また、購入者は、

今回のように平日の方が安いのであれば、できるだけ平日を含めて旅行しようと考えているこ
とが分かった。

Q28.実際使ってみてどうでしたか？＜時期について＞

• 回答は2件あり、どちらとも「今回のように平日の方が安いのであれば、できるだけ平日を含めて旅行しようと思った」という回
答になった。

773. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



• 「通常の半額程度であれば購入を検討する」が46.5 %と最も多く、次いで「通常の6～7割程度であれば購入する」が37.2%の
順で多い。

n=43

Q30.沖縄での観光客が比較的少ない、平日の水曜日・木曜日のお得なチケットについて伺います。
どのような価格であれば、チケットを購入すると思いますか？ 【コロナが落ち着いた来年以降を想定してください】

非混雑時期に安くなるチケットに対しては、通常の8~9割程度であれば約1割、6~7割程度であ
れば半数が購入すると答えていることが分かった。

783. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



Q36.今後沖縄MaaSにおいて、利用者が少ない朝一や遅い時間のバスチケットなどが日中よりも割安で販売される
とした場合、今後の旅行の中で購入したいと思いますか？

• 「条件次第で購入を検討する」が74.4 %と最も多く、次いで「是非検討したい」が18.6 %を占める。

今後ダイナミックプライシング等で、利用者の少ない時期に割安で販売される場合、「条件次
第で購入・利用したい」と回答した人が約7割程度であり、一定のニーズが確認された。

Q37.今後沖縄MaaSなどにおいて、チケット料金が均一でなく、利用者が少ないとき（時間帯、曜日）に、混雑の程
度に応じて公共交通や、観光地とのセット券の価格が変動する仕組みが導入された場合のMaaSの利用意向を教
えてください。

• 「条件次第で今よりも利用したい」が65.1 %と最も多く、次いで「今よりも積極的に利用したい」が18.6 % 、「今と変わらない」が
11.6 %の順で多い。

n=43

793. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



項目 主な結果

購入
実態

• 沖縄MaaSの購入者は、バスチケットの購入が7割程度で、観光地・施設とバス等のセットチケットの購入者が約3割に上っ
た。

• チケット購入理由として、「もともと利用したい交通手段であること」「安いこと」「行きたい施設とのセットであること」が多く
挙げられた。

⇒観光地と交通手段のセットは、MaaSの利用促進に貢献していると考えられる。

公共交通
への転換

• 普段の沖縄観光で、レンタカー・カーシェア利用が約4割見られていたが、沖縄MaaSを利用した今回の主な交通手段とし
ては、レンタカー・カーシェアは約5%に減少した。

⇒MaaSにより、公共交通への転換が顕著にみられたと考えられる。

• 価格が同程度～多少高い価格であっても、約3割は公共交通を利用して移動する可能性があることが分かった。加えて、
8~9割程度の価格になれば、さらに1割程度が公共交通に転換する可能性がある。

ダイナ
ミックプ
ライシン
グ

• 沖縄MaaSの今回の旅行で、土日祝日のみの訪問者は1割程度であり、7割は土日祝日と平日の両方を含む日程、平日
のみでの日程も2割程度見られた。また、半数以上が、平日の火曜日～木曜日も含めて検討することが分かった。

• 旅行の時期を選ぶ際に「混雑していない」ことを重視する層が最も多いことが分かった。
• 混雑状況に対して、「人がある程度いる」状態で約4割以上が「できれば避けて観光する」と考えることが分かった。
⇒非混雑時期に対する移動ニーズは高く、一定の条件を満たせば平日の旅行も可能性があることが分かった。

• 非混雑時期に安くなるチケットに対して、実際に購入した人は5%であった。また、購入者は、今回のように平日の方が安
いのであれば、できるだけ平日を含めて旅行しようと考えていることが分かった。

• 非混雑時期に安くなるチケットに対しては、通常の8~9割程度であれば約1割、6~7割程度であれば半数が購入すると答
えていることが分かった。

⇒ダイナミックプライシングの利用促進には、より思い切った料金の変化が必要であることが示唆された。

• 今後ダイナミックプライシング等で、利用者の少ない時期に割安で販売される場合、「条件次第で購入・利用したい」と回答
した人が約7割程度であり、一定のニーズが確認された。

⇒ニーズがあることが確認されたため、より柔軟かつ大胆な料金プランや、商品プランの拡充等が必要であると考
えられる。

803. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果】



3. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】

アンケート結果 参考

81



【居住地域】

【年齢】

• 回答者の年齢は「30代」が41.9 %と最も多く、次いで「50代」が18.6 % 、「20代」が16.3 %の順で多い。20代～30代が全体の
約6割を占める。

• 沖縄県在住の回答者は20.9%、沖縄県以外の県に居住している回答者は79.1%である。

823. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



n=43

n=43

Q1. あなたは沖縄MaaSを直近でいつ頃利用しましたか？

Q2. これまでに何回程度沖縄MaaS利用しましたか？

• 2022年2月における沖縄MaaS利用者は93%を占めており、7%は~2022年1月にも利用していた。

• 回答は「3回以上」が46.5 %と一番多く、次いで「1回」が41.9%、「2回」が7.0%の順に多い。
• 複数回利用している回答者は53.5 %であり全体の約半数にのぼる。

833. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



• 「インターネット検索（HPなど）」が65.1%と半数を超え最も多く、次いで「その他広告（公共交通機関、観光施設など）」が27.9%を
占める。

• その他の回答として、沖縄MaaS公式Instagram、チラシやポスター、名護MaaS、友人知人からの情報、各種イベントもみられる。

Q4. 沖縄MaaSをどこで知りましたか？

n=43

沖縄MaaSを知ったきっかけとして、インターネットが約7割、次いでその他広告が3割程度見
られた。

843. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q5. あなたの職業を教えてください。

Q6. あなたは普通自動車運転免許を持っていますか？

n=43

• 「会社員・公務員・団体職員」が72.1%と最も多い。
• 次いで「学生」が14.0%、「アルバイト・パート」が7.0%、「専業主婦・主夫」が4.7%、「自営業・自由業」が2.3%の順番で多い。

• 普通自動車運転免許を持っている回答者が93.0%であり、回答者の大多数を占めている。

853. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



• 回答者の72.1%は「車はない、または、はあっても自分はほとんど運転しない」回答者である。また、27.9%においては、自分専用
の車または家族共用の車を所有している。

n=43

Q7. あなたは自家用車を持っていますか？

863. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q9 .沖縄MaaSでセットチケットを購入した方に伺います。セットに含まれるチケットの内容を教えてください。

• 「観光地・施設」が81.8%と最も多く、次いで「急行バス（空港⇔観光地等）」が72.7%、モノレールのチケットが36.4%である。
観光バス・路線バスの1回乗車券、または1日乗車券、タクシーチケットの回答が9.1%ずつみられる。

n=11

セットチケットは急行バスやモノレール等、広域交通との組合せが多かった。

873. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q10.観光地・施設のチケット（セットチケット含む）を購入された方に伺います。 どこのチケットを購入しましたか？

• 「沖縄美ら海水族館」が73.3 %と最も多く全体の半数を超えており、次いで「首里城」が13.3%、「ネオパークオキナワ」、「浦添
市美術館・ようどれ館」がそれぞれ6.7%を占める。「観光地・施設のチケットは購入していない」回答者が全体の6.7%である。

n=15

883. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



２） バスやタクシー（及びセット券）のチケットが十分便利で、レンタカーや自家用車は不要だと思った。

１） バスやタクシー（及びセット券）のチケットがあっても、観光にはやはりレンタカーや自家用車も必要だと思った.。

n=42

Q16.沖縄MaaSでは公共交通のチケットや観光施設と公共交通のセット券を販売しています。
実際に購入した方に伺います。実際に利用されてどうでしたか？

• 「そう思う」、「ややそう思う」が半数を超え、「ややそう思わない」、「そう思わない」が約3割を占める。

• 「そう思う」、「ややそう思う」と「ややそう思わない」、「そう思わない」が、それぞれ全体の約4割を占める。

n=42

893. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



n=42

• 「そう思う」、「ややそう思う」が全体の約4～5割であり、「ややそう思わない」、「そう思わない」が約3割を占める。

３） バスやタクシー（及びセット券）のチケットが十分安くて、レンタカーや自家用車は不要だと思った。

Q16.沖縄MaaSでは公共交通のチケットや観光施設と公共交通のセット券を販売しています。
実際に購入した方に伺います。実際に利用されてどうでしたか？

903. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q17. 沖縄MaaSでは交通手段のチケットや観光施設と交通手段のセット券を販売しています。
それらのチケットを購入しなかった方に伺います。購入しなかった理由であてはまるものを複数選択してください。

• 回答は1件であり、購入しなかった理由について「利用したい交通手段があるか分からなかったため」としている。

n=1

913. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q18.沖縄MaaSでは交通手段のチケットや観光施設と交通手段のセット券を販売しています。
次回沖縄観光をするとしたらどのようにしたいと思いますか？

n=1

• 回答は1件であり、「わからない・どちらでもない」と回答している。

n=1

• 回答は1件であり、、「わからない・どちらでもない」と回答している。

１） バスやタクシー（及びセット券）のチケットを購入したいと思うが、レンタカーや自家用車でも移動すると思う。

２） バスやタクシー（及びセット券）のチケットを購入したいと思い、レンタカーや自家用車は不要だと思った。

923. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



n=1

３） バスやタクシー（及びセット券）のチケットを購入しないと思う。

• 回答は1件であり、ややそう思わないと回答している。

Q18.沖縄MaaSでは交通手段のチケットや観光施設と交通手段のセット券を販売しています。
次回沖縄観光をするとしたらどのようにしたいと思いますか？

933. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q23.普段沖縄での旅行は、何日間が多いですか？

• 「2泊3日」が55.8％と最も多く、次いで「1泊2日」が30.2%、「3泊4日」が20.9%、「日帰り」が11.6%、「4泊5日以上」が7%の順
で多い。

n=43

943. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



• 「気候的に観光しやすい時期」が30.2％と最も多く、次いで「混雑していない時期」、「その季節が魅力的な時期」の回答がそれ
ぞれ18.6%を占める。

3位

Q24 あなたが普段沖縄旅行の時期を選ぶ際に重視することは何ですか？それぞれ重視する順位を上位3つまで
回答してください。

• 「混雑していない時期」が最も多く27.9%であり、次いで「気候的に観光しやすい時期」が20.9%を占める。

2位

953. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q27.平日の水曜日・木曜日限定で安くなるお得なチケットを購入した方に伺います。購入した理由を教えてください
。

• 回答は2件あり、どちらとも安かったので購入したということが共通している。

963. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q29.平日の水曜日・木曜日限定で安くなるお得なチケットを購入しなかった方に伺います。
購入しなかった理由を教えてください。

• 「もともと違う曜日に行くことが決定していた」が70.0%と最も多く、次いで「その曜日に行く予定だったが、ほしいチケット（行先
や交通手段）ではなかった」が20.0%、「まだ時期を決めていなかったため、とりあえず購入しなかった」が10.0%であった。

n=10

973. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q31.平日の水曜日・木曜日に限らず、お伺いします。
普段より多少混雑しない時期・曜日に限定したチケットの場合、どのような条件（価格・混雑度）であればチケット
購入を検討しますか？ 【コロナが落ち着いた来年以降を想定してください】

• 「価格が通常の6～7割程度」が55.8％と最も多く、次いで「価格が通常の半額程度」が46.5%、「混雑度において、人が少しい
る（定員の半分くらい）程度」が23.3％、「混雑度において、人がほとんどいない」が14.0%、「混雑度合がどの程度変わるか情
報提供がある」が11.6%、「価格が通常の8～9割程度」が7.0%であった。購入検討の条件に価格を選択した回答が多くみられ
る。

n=43

983. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q32.先ほどのご質問に対する理想のチケットがあった場合に、どの曜日であれば購入する可能性がありますか？

• 「平日 火・水・木曜日も含めて検討する」、「休日・祝日を含めて検討する」がそれぞれ48.8%であり最も多く、「平日でも月・金
曜日であれば含めて検討する」が44.2%、大型連休（GW、お盆、正月等）を含めて検討する」が9.3%の順で多い。

n=43

993. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q33.沖縄MaaSにて、朝一便限定で安くなるお得なチケット（やんばる急行バス／空港線・最大約4割引！早朝
1000円きっぷ）を販売しています。購入しましたか？

n=43

Q34.朝一便限定で安くなるお得なチケット（やんばる急行バス／空港線・最大約4割引！早朝1000円きっぷ）を購入
した方に伺います。購入した理由を教えてください。

n=1

• 「知らなかった」が53.5 %と最も多く過半数を占めており、次いで「知っていたが購入しなかった」が39.5%であった。

• 回答は1件であり、「まだ時間帯は決めていなかったたが、安かったので購入した」と回答した。

1003. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q35.朝一便限定で安くなるお得なチケット（やんばる急行バス／空港線・最大約4割引！早朝1000円きっぷ）を
購入しなかった方に伺います。沖縄MaaSでチケットを購入しなかった理由を教えてください。

• 「もともと違う時間帯に行くことが決定していた」が94.1%であり、回答の大多数を占める。

n=17

1013. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



Q38.今回の実証実験において名護市エリアにおける観光アプリを提供する取り組みを実施しました。
あなたは「スイスイ旅 名護版」アプリを利用しましたか？

• 「知らなかったし、利用していない」が93.0%であり、回答の大多数を占める。

1023. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 アンケート結果（参考） 】



3. 個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 MaaS利用促進による道路混雑緩和効果】

• 今回の沖縄MaaS利用者アンケート結果のダイナミックプライシングの利用意向を用い、
観光客の9割が公共交通利用にシフトした場合には道路混雑緩和効果として、沖縄本島全域
で年間90億円程度の経済効果が見込まれる。

• ただし、自動車交通の多くは県民の利用が占めているため、混雑状況は大きく変化しない
ため、大きな効果を得るためには県民の公共交通のシフトも重要である。

MaaS普及

MaaS普及時の道路混雑度のシミュレーション結果（那覇市）

凡例
青：混雑度～0.8 混雑発生なし
緑：混雑度 0.8～1.0 ほぼ混雑発生なし
赤：混雑度1.0～ 一日の中で混雑あり
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• 「名護スイスイ旅」のスマホアプリのダウンロードは、Android端末が13台、iOS

端末が19台の合計32台（同じ利用者による複数回のダウンロードは1回とカウン
ト。）となった。

■名護スイスイ旅アプリの効果

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

スマホアプリのダウンロード数

年齢
性別

10

代
20

代
30

代
40

代
50

代

回答し
な
い

計

男性 1 1 3 1 3 - 9

女性 1 - 1 1 - 3

回答しな
い

- - - - - 2 2

計 1 2 3 2 4 2 14

• 性別では男性、年齢別では50代の
利用が多かった。

実利用者の属性
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• GPSデータを取得しており、移動履歴から名護市内の周遊実態を確認

• 東京や名古屋で移動履歴を取得。出発前に自宅で登録した利用者が複数存在

• 沖縄本島では、高速道路を利用して那覇市から名護市に移動、名護市内の市営市場、野球場、
ネオパークオキナワに立ち寄っている状況を確認

市営市場

名護市営球場

ネオパークオキナワ

■名護スイスイ旅アプリの効果

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】
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• 「名護スイスイ旅」利用後のアンケートは、3名の利用者から回答を得た。

■名護スイスイ旅アプリの効果

⚫ 名護市までの移動手段、名護市内の移動手段は、とも
にバス又は自家用車であり、途中で移動手段を変更し
た利用者はいなかった。

⚫ 訪れた施設（観光スポット）は、いずれの回答者も2箇所

⚫ 「名護スイスイ旅」の満足度は、「普通」又は「かなり満足」

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】
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• 「名護スイスイ旅」の利用したい理由としては「目的地まで直行または立ち寄り
する場合の所要時間がわかる」機能に対する評価が高かった。

■名護スイスイ旅アプリの効果

⚫ より多くの施設（観光スポット）を訪れることに繋がるか、
観光の満足度向上に繋がるかについては、「そう思いま
す」「あまりそう思いません」に評価が分かれた。

⚫ 今後も「ぜひ利用したい」「やや利用したい」「どちらとも
いえない」という回答

⚫ 利用したい理由に「目的地まで直行または立ち寄りする
場合の所要時間がわかる」の選択が多い

3．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.3 FS調査の効果検証 名護スイスイ旅アプリ（名護観光周遊アプリ）】

107



• 今回の実証を通じて現時点で得られた成果と課題は以下の通り。

〇本実証の成果
• 2月の実証実験として、沖縄MaaSを活用した、ダイナミックプライシングのチケット販
売、名護スイスイ旅アプリをリリース。

• 今回の実証を契機に、名護市観光協会の協力を得て、タクシー事業者、観光施設が
新たに沖縄MaaSに参加（継続）。スイスイ旅アプリの観光スポットも約20か所協力を
いただけた。

• アプリ等の実績では観光周遊実態がGPSデータで確認。
• 沖縄MaaS利用者アンケートからMaaS利用者のダイナミックプライシングに対する利
用意向を活用し、道路混雑等の効果を試算。

〇実証実験の課題
• 実証実験期間がまん延防止等重点措置に係る要請期間（令和４年１月９日～２月20
日）とラップしていたため、実証の協力要請や、広報等の展開が難しかった。

• まん防のため、観光施設が営業を取りやめなどの影響があり。
• ダイナミックプライシング等の機能に対する評価は十分なものとは言えないため、引
き続きの検討が必要。

103．個別地域におけるMaaSプロジェクトのFS調査（プレ実証実験を含む）
【3.4 今回の実証から見えた成果と課題】
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3．個別地域におけるMaaS プロジェクトのFS 調査（プレ実証実験を含む）
【3.5 今後の展開】

■縦の展開：名護市内での展開
• 今回の実証を契機に、タクシー事業者、観光施設が新たに沖縄MaaSに参加。
• 参加事業者が増えるとMaaSの充実度が高まるため、新たな事業者を巻き込んでいくこ
とが有効。

• 今回、地域の組織（名護市観光協会）に主体的に関与いただき、事業者への参加協力
を募った。行政内で名護市公共交通計画策定の動きがあり、行政の関与なども想定。

• 今後（仮称）MaaS協議会を立上げ、関係者一体でMaaS展開を検討していくことも考え
られる。

■横の展開：北部エリアへの拡大
• “沖縄MaaS”の参加団体には他地域の市町村・観光協会等も参画していることから、
沖縄北部エリア(引いては沖縄本島全体）で一体的に展開することが効果的。

• 美ら海水族館との連携チケットや、北部エリアの複数の観光地を周遊できるチケットが
有効と考えられる。

• 本実証の効果・課題を踏まえ、名護市内での展開（縦の展開）、北部エリアへの展開（横
の展開）の継続的な検討が考えられる
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